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これらの取組を通して、大和町を盛り上げるということも大事なことですが、そ
れだけではなく、キャリア教育の実践を通して、生徒の資質・能力を育成すると
ともに、社会に開かれた教育課程を実現していくことが大切だと考えています。
本中学校区では、「育成したい資質・能力」とキャリア教育で育成を目指す「基
礎的・汎用的能力」とをつなげています。
だからこそ、資質・能力の育成を目指すことを念頭において、キャリア教育の充
実に向けて、新たな取組を進めることができています。

そうすることが、職業的自立や社会的自立につながることになると考えています。
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この表は、令和４年度末（１年：３月、２・３年：２月）に生徒に資質・能力に
関するアンケートをとった結果です。
多くの生徒が、キャリア教育の取組を通して、資質・能力を発揮することができ
たと感じています。

ただし、言語能力（伝える）については、発揮できていないと感じている生徒が
他の資質・能力と比べるとやや多い結果になっています。
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これらの取組を通して、多くの力を身に着けることができました。例えば、
・行事や清掃活動に意欲的に取り組む姿が見られます。
・授業では、必要な情報を精選したスライドを作成し、聞き手を惹きつけるため
に工夫をこらした発表をすることができています。

また、令和５年６月に実施した生徒学習意識調査では、
「自分の住んでいる地域のことが好きです」と
「努力すれば、自分もたいていのことはできると思います」
の肯定的評価がどちらも100％でした。
この２つの項目も昨年度の取組をした成果ではないかと考えています。
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まずは、１年生による自己評価です。

情報活用能力についてです。
インターネット上の情報や、会場下見で得た情報をもとにイベントの案を考えて
います。
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言語能力（伝える）についてです。

事実と意見とを区別して伝えることができています。
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言語能力（聞く）についてです。

地域の方（講師）の話をもとに、自分の考えをもったり、実際に行動に移したり
することができています。
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主体性についてです。

仲間と協力して、イベントの運営や準備をすることができました。
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自己理解・他者理解についてです。

自分や仲間の得意なこと、不得意なことを理解し、助け合ったり役割分担をした
りしています。
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ここからは、２、３年生による自己評価です（ルーブリックが１年生とは異なり
ます）。

まずは情報活用能力についてです。
収集した情報をもとに、多面的・多角的に物事を捉え判断しようとしていること
が見て取れます。
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言語能力（伝える）についてです。
相手意識をもち、根拠を明確にして伝えるようにしていることがわかります。
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言語能力（聞く）についてです。
自分と相手との考えを比較しながら聞いていることがわかります。
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主体性についてです。
自分の意見をもち、仲間とともに課題解決をしようとしています。
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自己理解・他者理解についてです。
自分や仲間の特⾧や考え方をもとに、行動しようとしています。
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また、発揮できていないと評価している生徒の中にも、スライドのように、
「前よりはできていないのではなく、できていないところ、もう少し頑張れると
ころを見つけられた」
と、今後につながる振り返りをしている生徒がいました。
資質・能力を意識した結果書くことができる内容だと思います。
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こちらは教員にとったアンケートの結果です。

どの項目も、この３年間で向上しています。
全体を見ると、総合的な学習の時間では、多くの教員が資質・能力の育成を意識
して授業をしていますが、
各教科では子供自身が資質・能力の発揮を意識する授業がややできていないので、
引き続き、各教科においても、ルーブリックを活用しながら、資質・能力の育成
を意識した授業づくりを進めていきたいと考えています。
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各授業において資質・能力を発揮したと感じている生徒の振り返りを紹介します。

まずは、情報活用能力です。
数学や社会で発揮したと実感しています。
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言語能力（伝える）です。
技術、社会、数学で発揮したと実感しています。
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言語能力（聞く）です。
国語や、特別の教科 道徳で発揮したと実感しています。
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主体性です。
技術で発揮したと実感しています。
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意識調査の変容についてです。
上の表が令和４年度末の結果、下の表が令和５年度末の結果です。
昨年度の小５が今年度の小６になります。

「将来の夢や目標を持っている」の項目は、各学校で、学年が上がるにつれ、肯
定的評価が増加しました。
「自分にはよいところがある」の項目は、全学年とも前年度より、肯定的評価が
増加しました。
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取組の成果です。
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取組の課題です。

今後の改善点としては、
・単元ごとや行事後などに子供同士で評価し合う場の設定をすることで自己肯
定感・自己有用感の高まりを目指す。

・自分の考えを伝える際に、根拠を明確にしたり、事実と意見とを区別して伝
えたりできるように指導する。

ことに取り組んでいきたいと考えています。
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大和中学校区のキャリア教育を支えてくださっている「地域法人おせっかいさ
ん」のコメントです。
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イベントの告知の内、ポスター作製をする際、講師を引き受けてくださった方の
コメントです。
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キャリア教育に取り組んでいる各学校の教員のコメントです。
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キャリア教育に取り組んでいる各学校の教員のコメントです。
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